
 

お  知  ら  せ 

 

平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ６ 日 

                                           東 北 電 力 （ 株 ） 

 

 

女川原子力発電所における火災発生情報の誤発信事象に係る 

原因と対策について 

 

平成２８年７月２７日１９時５分頃、女川原子力発電所３号機中央制御室に設置

されている火災用緊急連絡装置※１（以下、「当該装置」という。）から、実際に発電

所において火災が発生していないにもかかわらず、国および関係自治体等の関係者

に対し、火災発生の情報が誤って発信される事象が発生しました。 

 

本事象は、当該装置の定期的な時刻調整を実施しようとしたところ、ディス  

プレイの画面が表示されなかったことからディスプレイの交換作業を行って  

いましたが、その際に火災発生の情報が誤って発信されたものです。 

（平成２８年７月２８日お知らせ済み） 

 

【事象発生の原因】（別紙参照） 

調査の結果、ディスプレイを交換する際、火災発生の情報を発信する画面   

（タッチパネル式）上のボタンには直接触れなかったものの、画面の縁に両手で 

複数回触れたことが確認されました。 

その結果、タッチパネル機能の特性※２により、火災発生の情報が誤って発信され

たものと推定しました。 

 

【再発防止対策】 

当該装置の点検に際しては、電源を予め切ることや、当該装置の改造（カード  

キーによる認証機能の追加、画面内のボタン位置の変更等）を実施することとして

おります。 

 

なお、今回誤って発信された火災情報については、火災の発生場所や状況等が 

不明確であったことから、今後、発信情報の内容を改善することとしております。 

 

このたびの事象により、国および関係自治体等の皆さまには、ご心配とご迷惑を

お掛けしたことを、改めてお詫び申しあげます。 

 

当社としては、今回策定した再発防止対策を確実に実施し、同様の事象が発生 

しないよう努めてまいります。 

 



※１ 火災が発生した際、タッチパネル式のディスプレイの画面を操作することに

より、国および関係自治体等の関係者に対し、火災に係る情報を連絡する 

装置。 

※２ 当該ディスプレイに採用しているタッチパネルは、画面の２箇所を同時に 

触れた場合、２箇所を結んだ直線上にあるボタンが作動することがある。 

 

以 上 

 

［別紙］女川原子力発電所における火災発生情報の誤発信事象の原因と対策 


